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　昨年のクリスマスに、初めてクリス
マスケーキを作りました。生産の状況
からあまり多くは作れませんでしたが、
好評のお声をいただきました。
　また、手作りジャムでは群馬県の優
良県産品の推奨を受け、外部とのタイ
アップ商品も開発が進みました。新し
　　　　　　　　　　　　　　く作り
　　　　　　　　　　　　　　始めた「なめらかプリン」も
　　　　　　　　　　　　　　評判が良く、こちらも受注の
　　　　　　　　　　　　　　話があり、「ミルクプリン」を
　　　　　　　　　　　　　　タイアップ商品として生産を
　　　　　　　　　　　　　　スタートしています。

　　　　　　　　　　　　　昨年夏の東京パラリ
　　　　　　　　　　　　ンピックでも話題に
　　　　　　　　　　　　なった「ボッチャ」。
　　　　　　　　　　　　欧州発祥のゲームで、
　　　　　　　　　　　　的（まと）になる白い
　　　　　　　　　　　　ボールを目掛け、赤・
　　　　　　　　　　　　青、各6個のボールを
　　　　　　　　　　　　順番に投げ合い、的に
　　　　　　　　　　　　近いチームに得点が入
ります。基本は、1チーム１人～３人（個人・ペ
ア・団体）で6ゲームマッチで行います。
　みどり市が香港チームのホストタウンになった
ことがきっかけで、にっこにっこ倶楽部でも始め
ました。ルールがわかりやすく、ボールを投げる
だけという老若男女が楽しめる取り組みやすいス
ポーツであるということが一番の魅力です。偶然
いいところに転がったり、狙ったのに手前で止
まったり、横をすり抜けてはるか遠くまでいって
しまったり、単純で奥が深いスポーツに、みんな
夢中になってしまいます。この２年、コロナでレ
クリエーションを控
えてきましたが、今
年度は機会を増やし
て、楽しみながら、
心身の健康に繋げて
いきたいと思います。
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　冬の間は換気しながら、コロナ禍でも作業に就労
訓練にと、皆さん頑張っています。見学や体験の方
も状況を見ながら受け入れ、新しい方も利用となり
ました。厨房での作業は、新商品や新しい取り組み
も広がりを見せ、対外的にもやりがいを感じられて
います。また３月には、大間々商店街で行われた
　　　　　　　　　　　　　　　「街なか交流作品
　　　　　　　　　　　　　　　展」に参加しまし
　　　　　　　　　　　　　　　た。昨年から準備
　　　　　　　　　　　　　　　に携わり、作品を
　　　　　　　　　　　　　　　出展しました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おかげさまで乾燥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商品の「炊き込みご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんの素」が売れ行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き順調です。カフェ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内でも乾燥商品に関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する業務が忙しく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者の皆さんも頑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張っています。野菜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を洗って皮を剝く、
刻む。乾燥後は計量し、袋に詰める。また、パッケージのシール
を貼るなど、各々得意な工程を担当しています。全て手作業で、
ひとつひとつ丁寧に仕上げています。炊飯器で、時短で簡単に美
味しく作れる商品です！



　コロナ禍においても、福祉を最前線で支えている職員の皆さんと、施設の運営にご理解とご協力をいただいている
ご家族、地域の皆さまに、心から感謝申し上げます。　
　ウイルスの変異による感染拡大を乗り切るためには、我々も常に変化と挑戦が求められています。時代に合わなく
なった社会の仕組みを柔軟に転換する対応力と実行力で、ポストコロナに向けて進化していかなければなりません。
　これからも地域に開かれた施設運営を行っていきますので、よろしくお願い申し上げます。

理事長ご挨拶理事長ご挨拶
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　今、障害領域においてピアサポートが広がりつつあります。「ピア」、日本語では（仲間）などと訳され、同じ

ような立場にいる人同士が共通項を通じて、専門性＝みんなの強みを活かし、お互いに支え合って課題を解決し

ていくことです。

　そして、近年社会的な変化に伴い、人と人のつながり方が大きく変わってきており、従来自然な形で存在して

いたはずのサポート関係が成り立ちづらく、希薄化や孤立を生みやすい社会になっているからです。

　当法人においても、利用者の強みや経験を活かしたピアサポート専門員や活躍の場を広げていきたいと思って

います。
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　　　　　　東町花輪（中野）の神山博文様
　　　から、杵と臼を寄贈していただきました。現在
　もコロナ禍でなかなかイベントを実施出来ない状況が
続いていますが、タイミングをみて、餅つき大会を開催し
たいと思います。杵と臼を使って餅つきをしたことがあ
　る人の方が少ないと思いますが、悪戦苦闘しながら
　　　汗を流してついたお餅はきっと格別ですね。
　　　　　　今からその日が楽しみです。

発行元：社会福祉法人 咲福祉会 さきふくしかい

〒379-2311　群馬県みどり市笠懸町阿佐美 1911-43
TEL
FAX 
MAIL
WEB

：0277-46-8056
：0277-46-8057
：info@midori-egao.net
：http://www.midori-egao.net

●街なか作業所　にっこにっこ倶楽部
　　　街かどカフェ　にっこにっこ（出張所）
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　　　ふぁくと（販売所）
●ホームかたくり 共同生活援助事業所


